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ご 挨 拶

いざ、ヨコハマ！交剣知愛！ 

第 57 回全日本医師剣道大会会長 

野見山   

全日本医師剣道連盟会員の皆様 

 「いざ、鎌倉」ならぬ、いざ、ヨコハマの地での交剣知愛のために、ぜひぜひ

ご参加ください。神奈川での開催は 2006 年から 18 年ぶりとなります。前回は

相模原市にある相模女子大学体育館をお借りしての開催でした。今回は会員の

皆様のご要望が多い、横浜での開催ですので、皆様奮ってご参加をお願いします。

会場は、横浜七段戦で有名な神奈川県立武道館剣道場です。改修を終えたばかり

のこの舞台で、幾多の名勝負が繰り広げられることが期待されます。 

大会当日および翌 6月 2日は、「横浜開港祭」が予定されています。こちらも

是非楽しんでいただきたく、1 日間のみの強行日程とさせていただきました。も

ともと本大会は、東西の医学生剣道愛好家が、卒業後も仲間との交剣知愛の場を

持つことを目的に開催されることになったと聞いております。また卒業後に、新

しく剣道修行の道を選ばれた皆様とも、楽しく稽古できる場を持ちたいと思っ

ています。前回の大会主催時もテ-マに掲げましたが、「交剣知愛！」、昔からの

剣友も新規参加の仲間も、そして神奈川県の八段、七段の有名剣道家とも、仲良

く、楽しく、いっぱいの稽古を目指します。 

前日稽古会には、神奈川県の八段の先生方にも多数参加していただく予定で

すので、会員の皆様方には沢山稽古していただきたいと思います。プログラムは、

午前は個人戦、午後は団体戦を企画しました。そして、神奈川県内にある 4 大学

医学部の現役剣道部員も参加してくれます。もちろん、お互いの稽古時間もしっ

かり取れるように計画しております。 

またヨコハマといえば中華街が有名ですが、懇親会はその中華街の名店で開

催させていただきますのでご期待ください。ご家族そろってのご参加も大歓迎

です。 

私共一同、皆様に会場でお会いできることを楽しみにお待ちしています。 
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祝 辞 

神奈川県知事 黒岩 祐治 

「第 57 回全日本医師剣道大会」が盛大に開催されますことを心からお喜び

申し上げますとともに、全国各地より神奈川県へお越しいただいた選手並びに

関係者の皆様を心から歓迎いたします。 

また、皆様には日頃から全国の様々な医療の場で御尽力を賜り、改めて感謝

申し上げます。 

剣道は、心身の鍛錬と礼儀作法の修得を目指す日本の伝統文化である武道の 1

つであり、各人の年齢・体力・技能に応じて行うことができるため、本県が推進

している誰もが生涯を通じて楽しむスポーツ活動における生涯スポーツの重要

な種目となっています。 

大会に参加される皆様には、日頃の鍛錬の成果を存分に発揮し、互いを高め合

ってきた仲間や本大会で出会った仲間とさらに絆を深め、ひいては日本の医療

に御貢献いただくことを期待しております。 

ここ神奈川は、西部には箱根・丹沢の山々が連なり、南部は相模湾などの海に

面している、豊かな自然に囲まれた美しいところです。また、横浜、鎌倉、箱根

といった、海外からも多くの人々が訪れる観光地が多くあります。 

大会の合間にぜひ本県の観光地で日頃の疲れを癒していただき、引き続き保

健医療施策の推進にお力添えを賜りたいと思っております。 

結びに、大会の開催に御尽力されました関係者の皆様に深く敬意を表します

とともに、大会の御成功と選手の御健闘を祈念いたしまして、私の挨拶とさせ

ていただきます。 
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祝 辞 

-第 57 回全日本医師剣道大会の開催に寄せて-

神奈川県医師会 

会長 菊岡 正和 

第 57 回全日本医師剣道大会にご参加の皆さま、大会関係者の皆さま、この歴

史ある大会が神奈川で開催されますこと、心よりお慶び申し上げます。また、全

国から来県されます剣士の皆さまを神奈川県医師会員一同、衷心より歓迎いた

します。 

さて、剣道は言うまでもなく日本の伝統的な武道の一つであることから、その

歴史や精神は古くから日本文化の中心に位置しており、その修練は技術や身体

能力を向上させる以上に、精神面の成長にも大きな役割を果たすと伺っており

ます。剣道を通じて培われた礼儀正しさや、自己を律するという精神は、極めて

重要であると考えております。 

医師としての皆さま方は、患者の悩みに正面から向き合い、尊厳を守り、最善

の医療を提供するために常に心を込めて取り組まれ、健康と安心を守ることに

努めていらっしゃることと存じます。 

剣士としての皆さま方は、一瞬一瞬を大切にされ、技術と精神の両面で常に自

己を超えるための不断の努力を継続されていることと思います。

このような尊い文化が融合した全日本医師剣道大会において、医師であり剣

士である皆さまが日々の忙しさの中で鍛錬された技を競う熱意は、医療の世界

での貴重な姿勢を示すこととなるだけでなく、コロナ禍で減少した医師の皆さ

まの連帯と団結を深める場となり、また医療人としての誇りを高める機会とし

ても、大変意義深いものになることでしょう。 

もちろん勝敗も気になるところではありますが、お互いに切磋琢磨し、学びあ

う姿勢こそが本大会の真の意義であり、医師としての個人的成長が集約され、結

果として医療・医学の発展につながるものと信じております。 

結びに、今大会の成功が、関係されるすべての皆さまにとりまして、貴重な経

験となり、有意義な時間となりますことを祈念申し上げます。そして、これから

も国民の健康増進へのご尽力をお願い申し上げてお祝いの言葉とさせていただ

きます。 

3



祝 辞 

横浜市医師会 

会長 戸塚 武和 

第 57 回全日本医師剣道大会の開催に際しまして、横浜市医師会を代表してご

挨拶申し上げます。 

この度は、57 回目となる本大会が開催されますことを心よりお祝い申し上げ

ます。今回の開催にご尽力されました野見山会長、江端実行委員長をはじめ関係

の皆様に改めて敬意を表するものです。 

さて、本大会は昭和 34 年に第１回が開催され、当初は４年に１度の開催であ

りましたが、昭和 44 年大会より毎年の開催となり、以来、東日本大震災や新型

コロナウイルス感染症により中止となった年もありましたが、今日まで続けら

れてきていると伺っております。65 年もの永きにわたり開催され続けているの

は、全日本医師剣道連盟の初代 故・伊藤京逸会長から現・野見山  会長に至る

歴代会長をはじめとした役員・職員の方々と、日頃の多忙な診療の傍ら、練習に

励まれている会員の先生方の熱意と努力の賜物であると存じます。 

このような歴史ある大会が、神奈川県で平成 18 年の第 41 回大会以来２度目

に開催されること、そしてそれが横浜市で開催されることを大変喜ばしく思っ

ております。 

本大会の開催日でもある６月１日と、大会翌日の６月２日は、臨港パーク及び

みなとみらい21地区周辺において「横浜開港祭」の開催が予定されております。

剣道大会において皆様の日々の鍛錬の成果を存分に発揮された後には、是非横

浜開港祭へもお立ち寄りいただき、横浜の風を存分に感じていただければ幸い

です。 

最後に、本大会に出場される先生方のご健闘と、全日本医師剣道連盟の今後

益々のご発展を心より祈念いたしまして、お祝いの言葉とさせていただきます。 
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祝 辞 

公益財団法人 全日本剣道連盟 

 会 長  網代 忠宏 

第 57 回全日本医師剣道大会が、シンコースポーツ神奈川県立武道館剣道場に

おいて開催されるにあたり、お祝いの言葉を申し上げます。 

 本大会は、昭和 34 年より日本医学会総会の交歓行事として４年に１度の開催

でしたが、昭和 43 年より毎年開催されることになりました。中止をされた年も

ありますが、神奈川県では 18 年振りでの開催とのことであり歴史を感じる大会

であります。 

全日本医師剣道連盟の方々が、剣道を通じて心身を錬磨しつつ、日常の活動に

成果を挙げられることは、剣道界にとりましては、その仕事の社会における重要

性からも誠に有り難いことと感じます。皆様の日常の活動は、剣道の普及と評価

を高めるとともに、社会的に多大な影響を与えております。今後も、文武両道に

わたるご精進をお願いいたすものであります。 

また、日頃より剣道界の各行事において、専門家として講習会の講師、安全面

への啓発活動、ドーピング防止活動をはじめ、大会・審査会などの行事における

緊急医療の担当医としてご尽力をいただくとともに、各専門委員会での審議、助

言など多方面に亘り、ご指導とご協力を賜り深くお礼申し上げる次第です。 

 さらには、全日本医師剣道連盟・トレーニングコーチ・栄養管理士の皆様のご

尽力により、「剣道医学Ｑ＆ Ａ」「救急ハンドブック」の第３版を刊行しており

ます。「剣士のためのアンチ・ドーピングマニュアル」と共に、剣道愛好者の健

康と安全性を高め、生涯剣道を目指す方々の副読本として活用されております

ことは、誠に素晴らしいことと存じます。 

 最後に、医師の剣道愛好者の方々がお互いの交流親睦を深め「医剣不岐」「医

剣一如」の理念を貫き、剣道の修錬を続けておられることに敬意を表します。 

結びに、本大会開催にご尽力いただいた関係各位に対し、深く謝意を表すると

ともに、大会の成功と益々のご発展を祈念いたしまして私の挨拶と致します。 
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祝 辞 

神奈川県剣道連盟会長 

幸野 實 

「第５７回全日本医師剣道大会 神奈川 いざ、ヨコハマ！交剣知愛！」が、

開催となりました。昭和３４年に第１回大会が開催されたこの大会が、今年も全

国から剣道を愛好する医師の方々が参加して盛大に開催されることに、心より

お喜びを申し上げます。 

剣道は、いまさら申すまでもありませんが、剣の理法の修練によって人間形成

を図っていく世界に誇る伝統文化であります。それには生涯にわたる修行が求

められ、この実践を通じての姿が青少年の健全育成などにも大きな役割を果た

しております。 

まだまだ終息とは言えないコロナ感染症のため、剣道のルールが一部修正さ

れ、今年開催される世界大会をはじめ、ようやく全国規模の大会が行われる状況

になりました。この背景には、医療従事者の方々の並々ならぬご努力と多くの困

難の中で、自らの経験を踏まえた、適切な医学的アドバイスをいただいたことが

あります、心から感謝申し上げます。 

大会に参加される皆様には、どうか日頃の修練の成果を遺憾なく発揮され、剣

道を通じての交流がますます盛んになり、今回の大会が思い出に残る素晴らし

いものになりますとともに、「全日本医師剣道連盟」の益々のご発展と、大会に

参加されるすべての皆様のご健勝とご多幸を祈念いたしまして、挨拶とさせて

いただきます。 
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第 57 回全日本医師剣道大会日程 

5 月 31 日（金） 

前日稽古会 18:30 ～ 20:30 

6 月 1 日（土） 

8:30 ～ 9:00 

9:00 ～ 9:30 

9:30 ～ 9:45 

9:45 ～ 10:00 

10:00 ～ 12:00 

12:00 ～ 12:30 

12:45 ～ 12:55 

13:00 ～ 15:30 

15:45 ～ 15:55 

15:55 ～ 16:00 

16:00 ～ 16:40 

16:40 ～ 17:30 

17:30 

16:00 ～ 18:00 

18:30 ～ 19:00 

19:00 

～ 19:4019:20 

大会受付 

開会式 

日本剣道形 

八段模範立ち合い 

年齢別個人戦 

幹事会議（会議室）、昼食 

龍舞 演舞 

団体戦 

閉会式 

全体集合写真撮影 

基立ち稽古 

参加者同士の稽古 

大会終了 

宅急便受付 

懇親会(中華街） 

受付 

開宴 

中締め 

21:00 
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開会式次第 

大会実行委員長   江端広樹 

第 57 回全日本医師剣道大会会長  野見山 

1. 大会開会宣言

2. 国歌斉唱

3. 大会会長挨拶

4. 来賓祝辞 神奈川県副知事 首藤健治 

  全日本剣道連盟会長   網代忠宏 

神奈川県剣道連盟会長   幸野 實 

5. 審判長説示 神奈川県剣道連盟副会長    佐藤正二 

6. 選手宣誓     宮下 薫 

7. 公開演武

日本剣道形 

打太刀 教士七段 江端広樹 

仕太刀 教士七段 髙塚洋二 

八段模範演武 

立会い 佐藤 正二（教士八段） 

池澤 清豪（北海道） −  藤原 広臨（京都） 

三條 貞夫（山形） − 宮坂 昌之（大阪）
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試 合 

1. 午前の部（年代別個人戦トーナメント）

第１試合場

20〜30 代の部（17 名）、40 代の部（22 名） 

第２試合場 

50 代の部（35 名） 

第３試合場 

60 代の部（A）（64 歳以下、24 名）、80 代の部（2 名） 

第４試合場 

60 代の部（B）（65 歳以上、25 名）、70 代の部（16 名） 

2. 午後の部（団体戦トーナメント）

閉会式次第 

1. 審判長講評  審判長  佐藤正二 

2. 大会会長挨拶  第 57 回全日本医師剣道大会会長  野見山  

3. 次期大会長挨拶 第 58 回全日本医師剣道大会会長  池澤清豪 

4. 閉会宣言  大会実行委員長 江端広樹 
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試合、審判および試合方法 

全日本剣道連盟剣道試合・審判規則とその細則による。 

なお、本大会では全日本剣道連盟「新型コロナウイルス感染症が収束するまでの暫定的

な試合審判法」に沿って行う。 

【個人戦】 

個人戦は年代別トーナメント形式でおこなう。 

試合時間は 2 分 1 本勝負とする。 

時間内に勝敗が決しない場合は、年長者の勝ちとする。 

【団体戦】 

9 人戦、トーナメント形式で行う。 

試合時間は、2分 1本勝負とする。 

勝敗が決しない場合は引き分けとし、同勝者数の場合は総本数で決定する。総本数が同

じ場合は全選手の年齢の合計の大きいチームの勝ちとする。 

原則として先鋒は神奈川県内の大学剣道部に所属する医学生とする。次鋒から大将ま

では各チームで自由に決める。 

チーム代表者はエントリー表を直前の試合の大将戦終了までに各試合場の係員に提出

する。第一試合と決勝戦においてはチーム整列前までに提出する。 

武道館剣道場見取り図

本部 

第３試合場 第４試合場 第２試合場 第１試合場 

観覧席 
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表 彰 

表彰式は、懇親会で行う。 

優勝、準優勝、第三位に賞状および賞品を授与する。 

令和 5年横浜開港祭 
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第 57 回全日本医師剣道大会出場選手一覧 

名前 年齢 出身大学 称号段位 都道府県 

1 青木 淳 50 獨協医科大 五段 愛知 

2 青山 有 32 秋田大 五段 秋田 

3 秋庭 裕 61 日本歯科大 教士七段 静岡 

4 秋山 知子 60 北里大 錬士六段 神奈川 

5 旭 典之 42 明治薬科大 六段 静岡 薬剤師 

6 芦田 光 75 大阪医科大 六段 京都 

7 阿部 正 61 昭和大 教士七段 東京 

8 天野 芳郎 68 信州大 四段 長野 

9 新井 克佳 60 東邦大 教士七段 埼玉 

10 荒瀬 透 48 慶應義塾大 錬士六段 神奈川 

11 池澤 清豪 70 東京医科大 教士八段 北海道 

12 池原 卓 35 高知大 練士六段 神奈川 看護師 

13 伊佐地 秀司 71 三重大 五段 三重 

14 石川 智啓 59 金沢大 五段 神奈川 

15 石濱 英暢 62 日本医科大 教士七段 香川 

16 石山 雄一 40 東海大 錬士六段 神奈川 

17 伊豆原 宗人 44 島根大 五段 東京 

18 伊藤 保憲 82 岡山大 教士七段 香川 

19 稲垣 康治 48 慶應義塾大 五段 東京 

20 稲葉 一樹 51 京都府立医科大 四段 愛知 

21 井上 雅史 48 鳥取大 教士七段 広島 

22 今井 美行 65 日本歯科大 教士七段 埼玉 

23 今村 幹雄 74 東北大 教士七段 宮城 

24 内山 伸一 50 大分医科大 四段 大分 

25 枝重 恭一 73 大阪医科大 教士七段 高知 

12



26 江端 広樹 64 慶應義塾大 教士七段 神奈川 

27 大岩 真 59 奥羽大 教士七段 茨城 

28 大久保 康一 77 東京慈恵会医科大 教士七段 東京 

29 大崎 昭彦 64 広島大 五段 埼玉 

30 太田 篤 54 昭和大 錬士六段 東京 

31 大西 司 65 昭和大 錬士七段 東京 

32 岡本 徹 62 東京医科歯科大 教士七段 東京 

33 小川 敏也 58 防衛医科大 五段 神奈川 

34 荻荘 則幸 67 弘前大 教士七段 新潟 

35 荻原 幸彦 67 東京医科大 錬士七段 東京 

36 荻原 一郎 67 東京慈恵会医科大 教士七段 東京 

37 奥島 憲彦 70 熊本大 教士七段 沖縄 

38 奥山 健一 56 山梨医科大 六段 神奈川 

39 越智 小枝 49 東京医科歯科大 七段 東京 

40 尾辻 瑞人 63 千葉大 錬士七段 東京 

41 鬼塚 正成 58 長崎大 教士七段 長崎 

42 甲斐 豊 63 熊本大 教士七段 熊本 

43 笠松 紀雄 69 千葉大 教士七段 静岡 

44 加藤 純一郎 52 三重大 錬士七段 静岡 

45 加野 資典 82 九州大 教士七段 福岡 

46 椛島 悌蔵 77 東京医科歯科大 教士七段 茨城 

47 紙屋 康之 53 熊本大 錬士六段 鹿児島 

48 川上 格 54 山形大 錬士六段 岩手 

49 河瀨 勇 60 防衛医科大 二段 千葉 

50 川又 裕輝 31 東北大 三段 宮城 

51 菅 義行 69 帝京大 教士七段 岩手 

52 菊池 孝 65 聖マリアンナ医科大 教士七段 群馬 
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53 北薗 巌 48 山口大 二段 鹿児島 

54 木持 健 52 徳島大 錬士六段 東京 

55 桐澤 知子 48 広島大 錬士六段 大阪 

56 久保田 暢人 48 岡山大 教士七段 兵庫 

57 栗山 恭明 35 東北大 六段 宮城 

58 久留宮 隆 65 三重大 六段 三重 

59 小池 光正 74 信州大 錬士六段 愛知 

60 小林 之直 56 奥羽大 錬士六段 茨城 

61 近藤 尚通 45 北海道大 錬士七段 千葉 

62 酒井 康之 36 札幌医科大 五段 北海道 

63 坂田 勝巳 61 三重大 練士七段 神奈川 

64 佐久間 洋 67 獨協医科大 教士七段 埼玉 

65 佐野 順次郎 75 札幌医科大 錬士六段 東京 

66 三條 貞夫 72 明海大 教士八段 山形 

67 篠原 義智 72 新潟大 錬士七段 東京 

68 柴田 和弥 67 防衛医科大 教士七段 大阪 

69 渋谷 整 56 川崎医科大 五段 香川 

70 島 健人 26 日本医科大 五段 愛知 

71 嶋﨑 聖二 62 昭和大 教士七段 高知 

72 清水 浩二 71 昭和大 教士七段 東京 

73 志村 信一郎 55 東海大 錬士 六段 東京 

74 十一 竜馬 31 久留米大 五段 神奈川 

75 新藤 寛 63 千葉大 教士七段 千葉 

76 髙岡 宰 46 島根大 錬士六段 京都 

77 髙塚 洋二 66 東京慈恵会医科大 教士七段 神奈川 

78 髙梨 裕子 61 東京慈恵会医科大 五段 神奈川 

79 宅見 翼 30 東海大 五段 神奈川 看護師 
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80 武石 浩欣 51 東海大 錬士六段 神奈川 

81 竹崎 達也 48 熊本大 教士七段 熊本 

82 田邊 匡 59 新潟大 五段 新潟 

83 谷木 利勝 75 徳島大 教士七段 高知 

84 俵 広樹 37 高知大 五段 石川 

85 塚越 卓 67 川崎医大 教士七段 埼玉 

86 塚原 清彰 50 東京医科大 錬士六段 東京 

87 土居 克三 51 浜松医科大 六段 広島 

88 富永隆治 74 九州大 五段 福岡 

89 友國 健祐 32 東海大 四段 神奈川 看護師 

90 中井 哲慈 62 防衛医科大 錬士七段 東京 

91 中島 史雄 68 慶應義塾大 錬士六段 神奈川 

92 中村 茂樹 67 新潟大 教士七段 新潟 

93 永山 盛隆 67 名古屋大 教士七段 沖縄 

94 西本 孝 75 大阪医科大 七段 大阪 

95 根来 宏光 48 神戸大 錬士七段 茨城 

96 野見山  79 九州大 教士八段 神奈川 

97 林 明人 67 順天堂大 錬士七段 茨城 

98 林 優 48 琉球大 六段 神奈川 

99 坂東 道哉 55 岐阜大 六段 東京 

100 兵藤 透 66 鳥取大 五段 神奈川 

101 廣田 健 66 獨協医科大 五段 静岡 

102 福澤 毅 39 東海大 五段 神奈川 

103 福島 孝幸 63 日本大 教士七段 千葉 

104 福田 和弘 62 三重大 錬士六段 大阪 

105 藤原 広臨 52 防衛医科大 教士八段 京都 

106 堀江 貴 68 鳥取大 教士七段 島根 
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107 前原 光鶴扇 28 熊本大 四段 東京 

108 増田 健太郎 49 藤田医科大 教士七段 愛知 

109 松井 博 54 高知医科大 教士七段 群馬 

110 松井 大輔 42 鶴見大 五段 京都 

111 松下 正矢 49 名古屋大 五段 静岡 

112 宮坂 昌之 77 京都大 教士八段 大阪 

113 宮坂 信之 76 東京医科歯科大 教士七段 東京 

114 宮﨑 眞和 55 大阪医科大 五段 奈良 

115 宮﨑 睦雄 61 大阪大 教士七段 兵庫 

116 宮下 薫 75 新潟大 錬士六段 東京 

117 三好 博文 73 大阪医科大 教士七段 兵庫 

118 村野 光和 50 日本医科大 五段 神奈川 

119 牟田 幹久 64 久留米大 教士七段 長崎 

120 森 能史 65 久留米大 練士六段 大阪 

121 森 大地 38 京都府立医科大 四段 京都 

122 森 俊樹 58 京都府立医科大 錬士七段 神奈川 

123 森 浩輝 55 三重大 錬士六段 静岡 

124 諸木 浩一 70 熊本大 教士七段 鹿児島 

125 弥富 俊太郎 64 高知医大 錬士七段 東京 

126 山下 典雄 63 防衛医科大 五段 福岡 

127 山中 伸悟 53 高知医科大 錬士六段 高知 

128 柚木 靖弘 59 鳥取大 五段 岡山 

129 吉田 武史 46 久留米大 教士七段 福岡 

130 吉村 了勇 71 京都府立医科大 教士七段 京都 

131 若林 倫広 29 福岡大 五段 東京 

132 和田 哲成 61 高知医科大 錬士七段 兵庫 

133 渡邉 順 45 獨協医科大 四段 新潟 
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134 姜　奇滿 51 翰林大学 錬士六段 韓国 

135 具　洸模 57 啓明 大学 六段 韓国 

136 金　成喆 54 順天郷大学 六段 韓国 

137 金　億 60 延世大学 四段 韓国 

138 金　宰賢 55 啓明大学 四段 韓国 

139 金　漢謙 69 高麗大学 錬士七段 韓国 

140 金　亨燮 50 慶北大学 二段 韓国 

141 孫　文星 57 朝鮮大学 六段 韓国 

142 徐　在珉 45 全北大学 四段 韓国 

143 陳　亮仁 50 中国医薬大学 四段 台湾 

144 邱　立祥 54 台北医学大学 教士七段 台湾 

145 謝　祥集 53 台北医学大学 錬士六段 台湾 

146 呂　宏益 56 中国医薬大学 三段 台湾 

147 歸　家豪 47 高雄医学大学 三段 台湾 

148 王　崧 37 中国医薬大学 四段 台湾 

149 蘇　宸熲 36 高雄医学大学 四段 台湾 

150 江　季桓 32 中山医学大学 三段 台湾 
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神奈川 4 大学剣道部 招待選手一覧 

大学名 名前 学年 段位 

横市大 畠山　雄二朗 6 4 

6 3 

5 2 

5 3 

4 4 

栗原　慶 

小笠原　智泉 

依田　崇 

岩見　隆弘 

飯塚　貴之  6 3 

北里大 古川　真一 2 2 

2 3 

3 3 

3 3 

上田　侑  

吉田　稜平  

晝間　千弘  

上田　楓士郎 2 3 

聖マリアンナ医大 山口寛仁 5 3 

伊藤正俊 4 3 

東海大 遠藤 基生 6 4 

植草 善一郎エリセオ 4 3 

秦 凜太郎  4 3 

林 翔太郎  4 4 

廣岡 翔  4 4 
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個人戦トーナメント表 

20 代 30 代の部 (第１試合場) 
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40 代の部 (第１試合場) 
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50 代の部 (第２試合場) 
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60 代 A の部 (第３試合場) 

22



60 代 B の部 （第４試合場） 
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70 代の部 (第４試合場) 

80 代の部 (第３試合場)
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団体戦トーナメント表 

１－１～１－４ を 第１試合場 

２－１～２－５ を 第２試合場 

３－１～３－４ を 第３試合場 

４－１～４－４ を 第４試合場で行う。 
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審 判 員 

(１)審判長： 佐藤 正二  （教士八段、神奈川県剣道連盟副会長）

(２)審判員

第１試合場 

審判主任：田島東海男（教士八段） 

審判員：日高徳幸（教士八段）、中田圭介（教士八段）、川村敏巨（教士八段） 

上野正明（教士八段）、川村振二（教士七段）、小林秀寛（教士七段） 

第２試合場 

審判主任：松原 治（教士八段） 

審判員：宮崎史裕（教士八段）、飛知和利文（教士八段）、加藤公一（教士八段） 

大久保和彦（教士八段）、上原 厚（教士七段）、荘司智明（教士七段） 

第３試合場 

審判主任：小山則夫（教士八段） 

審判員：有馬裕史（教士八段）、小笠原正記（教士八段）、鈴木雅彦（教士八段） 

笹木春光（教士八段）、町本 省（教士七段）、相良 剛（教士七段） 

第４試合場 

審判主任：岡見浩明（教士八段） 

審判員：高野 力（教士八段）、三崎恭裕（教士八段）、小田雅義（教士八段） 

天野 聡（教士七段）、鈴木順也（教士七段）、木立尚志（教士七段） 
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前日稽古会元立ち 

遠藤正明 （範士八段） 

佐藤正二 （教士八段） 

松原 治 （教士八段） 日高徳幸 （教士八段） 石原和彦 （教士八段） 

有馬裕史 （教士八段）  今里 学 （教士八段）  高野  力 （教士八段） 

中田圭介 （教士八段） 小笠原正記 （教士八段）  三崎恭裕 （教士八段）  

川村敏巨 （教士八段） 上野正明 （教士八段）  大久保和彦 （教士八段） 

笹木春光 （教士八段） 髙鍋  進 （教士八段） 北条忠臣 （教士七段） 

（順不同） 

大 会 役 員 

（１）会  長： 野見山 (静岡医療センター名誉院長) 

（２）実行委員長： 江端広樹

（３）副実行委員長兼会計： 森 俊樹

（４）監査役： 宮下 薫

（５）アナウンス： 赤井あゆみ

（６）祐 筆： 村井祐介

（７）受付：小林沖枝、池田千絵、岩田美代

（８）会場係員：

高田耕造、玉置俊之、立迫明美、清水洋隆、小嶋久明、後藤 司、久保山忠宏、

小中信幸、 前田信晶、郷かおる、横浜市立潮田中学校剣道部員 

（９）実行委員: 秋山知子、荒瀬  透、石川智啓、石山雄一、上村博司、大塚桜子

大畠敏保、奥山 健一、神部 清彦、坂田勝巳、志村信一郎、髙塚 洋二、髙梨 裕

子、武石浩欣、中尾誠利、根本隆章、橋本紘行、林  優、兵藤 透、村野光和 
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懇 親 会 

令和 6 年 6 月 1 日土曜日 

18：30 受付開始 

19：00 表彰式 

19: 20 開宴 

21：00 閉宴 

北京烤鴨店 中華街店 （ペキンカォヤーテン） 

050-5461-3302

神奈川県横浜市中区山下町 191-10  

https：//pekingduck.foodre.jp/ 

https://tabelog.com/kanagawa/A1401/A140105/14055981/ 
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ご 注 意 

 貴重品は各自が責任を持って管理してください。 

 武道館内および敷地内は禁煙です。 

 昼食は剣道場観覧席、小道場でお摂りください。 

 弁当殻、ペットボトルは昼食後に回収いたします。 

 それ以外のごみは各自お持ち帰りください。 

 参加者が多いため、剣道具や竹刀の取り違いにご注意ください。 

 怪我のないよう準備運動を行なってください。また、着装や竹刀

の状態を各自でご確認ください。 

 会場が狭いので、防具袋、キャリーケースなどは１F小道場に置

いてください。 
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名刺交換 
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ご協賛者一覧 

中山尚夫先生 三重 

福島孝幸先生 千葉 

林崇弘先生 東京 

堀江貴先生 島根 

根本隆章先生 神奈川 

中尾誠利先生 神奈川 

真剣堂  

全日本歯科医師剣道連盟 

　　　佐野順次郎先生　　東京

　　　宮﨑眞和先生　　　奈良

　　　吉田武史先生　　　福岡　　
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祝 第 57 回全日本医師剣道大会 

神奈川大会開催おめでとうございます。 

順天堂大学名誉教授 林 明人 

パーキンソン病の研究から始まったリズムで生活をサポートする音楽アプリ

の開発のクラウドファンディング（2023 年 7 月～8 月）に多くの先生方から

ご支援いただきました。皆様に深く感謝申し上げます。 

音楽アプリ『リズモン』は近日発表予定です。 

音楽アプリ『リズモン』のスマホ画面 
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第 58 回 全日本医師剣道大会 in 札幌 のご案内 

札幌・大会会長 池澤清豪 

2025 年（令和 7 年）

第 58 回全日本医師剣道大会を

札幌にて開催いたします。  

開催日：6 月 13 日（金）、14 日（土）、15 日（日） 

場所：北ガスアリーナ札幌 46 

住所：北海道札幌市中央区北四条東 6 丁目 

電話：011-251-1815 

最寄り駅：バスセンター前駅［10］徒歩 10 分 
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龍舞とは 

  龍舞は、中国「漢王朝」の時代から雨乞い、厄払い、病気、事故などを回避するために演

じられてきました。龍は、強さ、吉兆、幸運、天の加護など、中国系の文化では大切な存在で

霊獣、神様として崇拝されています。移民とともに世界各地の華僑・華人社会において継承さ

れてきました。 日本には、１８世紀前半に中国から伝わり、春節や祭事、中華街のイベントな

どで演じられ、継承されてきました。近年は、ブラックライトで光る夜光龍やＬＥＤの電飾を使用

するなど新しい要素を取り込み、また技や演技の美しさを競う競技としても演じられています。 

龍舞は、「真珠の玉」を追いながら舞います。体を担当する 9 人の踊手全員で連携しながら上

下左右に動かしたり、中国文化で縁起の良い「8」の字を描いたり、踊手は足元に回ってくる龍

の胴体を飛び越えるなど、激しく動き、龍が生きているかのように踊らせます。伴奏には太鼓や

銅羅、シンバルなどの伝統楽器を使用します。音楽や打楽器のリズムに合わせて動くため、伴

奏も重要な役割を担っています。 

夜間、照明を落としたステージで、踊手は黒い衣装を着て、蛍光塗料を塗った龍の体にブラッ

クライトを当て、龍だけが暗闇に浮かび上がるように演じる夜光龍が競技会や夜のイベントで

人気です。夜の野外パレードでは、LED の電飾できらびやかに輝く 龍舞も人々を惹きつけ

ます。 

横浜中華学校校友会国術団 

  横浜中華学校校友会国術団は『中国伝統文化の継承』を趣旨として、横浜山手中華 学

校の卒業生で結成され、2004 年に正式に活動を開始した団体です。横浜山手中華学校には

在学生による獅子舞や舞踊などの特別クラブがあります。幼稚園のころから校友会国術団の

演技を見て憧れ、同団員の指導を受けながら練習に取り組んでおります。そして、学校を卒業

すると同時に校友会国術団の一員として迎えられます。 

主な活動は国慶節や春節祭、卒業生の結婚式、中華街でのイベントなどで意欲的に披露し

ています。 

先人が世代を重ね、時代の流れに合わせてより一層躍進しながら、引き継ぎ伝え残してくれた

その『伝統文化』が、今日まで生かされています。 
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横浜中華学校校友会国術団 
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手ぬぐいのご説明 

大会でお配りした手ぬぐいは、棚谷昌美三道範士八段(居合道、剣道、杖道）の揮

毫によるものです。棚谷範士は警視庁師範退任後、町田市において正念塾師範とし

て後進を指導されました。各道の段位審査員、称号審査員を務めるも、清廉潔白で、

金品を受けることがありませんでした。正念塾において 15 年間指導後、平成 3 年に逝

去されました。私はこの間 14 年間に渡り、剣道と生きる道のあり方を学びました。 

文字は「露堂々」。 

露は小さな水の集まりでありながら、姿は真丸、堂々として緩まず、時来たれば一気

に滑り落ち、滞ること無し、剣道の露の位を説明する言葉です。 

茨城の故大祢一郎先生とも昵懇で、医師剣道大会にも一度お見えになったことがあり

ます。 

野見山 
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第 57 回全日本医師剣道大会試合結果 

個人戦 

２０代、３０代の部 

十
一
竜
馬
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４０代の部 

井
上
雅
史
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５０代の部 

大
岩

真
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６０代 A の部 

新
藤

寛
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６０代 B の部

堀
江

貴
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７０代の部

８０代の部

椛
島
悌
蔵

伊藤保憲 
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第１試合場第１試合 

 先鋒 次鋒 七将 六将 中堅 四将 三将 副将 大将 

E チ

ーム 
吉田 呂 宅見 石山 坂田 土居  佐久

間 
篠原 

4/4   メ メ ド ド    

1/1     メ 

F チ

ーム 
晝間  十一 林 高岡 加藤  荻原 諸木 

 

 

 

第１試合場第２試合 

 先鋒 次鋒 七将 六将 中堅 四将 三将 副将 大将 

I チー

ム 
秦 北薗 俵 十一 竹崎 竹崎 塚原 今村 西本 

4/4   メ メ   メ  ド 

4/4 メ   メ メ  メ  

M チ

ーム 
飯塚 友國 大崎 稲垣 林 鬼塚 中島 福島 椛島 
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第１試合場第３試合

先鋒 次鋒 七将 六将 中堅 四将 三将 副将 大将

B チ

ーム

小笠

原

荻原

幸

奥山 尾辻 中村 内山 金さ

い

久留

宮

笠松

2/2 メ メ 

6/6 メ メ コ メ メ コ

E チ

ーム

吉田 呂 宅見 石山 坂田 土居 塚原 佐久

間

諸木

第１試合場第４試合

先鋒 次鋒 七将 六将 中堅 四将 三将 副将 大将

E チ

ーム

吉田 呂 宅見 石山 坂田 塚原 土居 佐久

間

諸木

5/5 メ メ メ メ メ 

3/3 コ メ コ

M チ

ーム

飯塚 友國 大崎 稲垣 林 鬼塚 中島 福島 椛島
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第２試合場第１試合 

先鋒 次鋒 七将 六将 中堅 四将 三将 副将 大将

C チ

ーム

上田

侑

坂東 徐 金

億

中井 芦田 菊池 菅 林 

明

4/4 メ メ メ メ

4/4 メ メ メ ド

D チ

ーム

上田

楓

渡邉 天野 金

成

池原 和田 金

漢

柴田 奥島

第２試合場第２試合 

先鋒 次鋒 七将 六将 中堅 四将 三将 副将 大将

E チ

ーム

吉田 呂 宅見 石山 坂田 塚原 土居 佐久

間

篠原

4/4 ド メ ド ド 

3/3 コ ド コ

G チ

ーム

伊藤 河瀬 青山 旭 荒瀬 根来 井上 荻荘 枝重

52



第２試合場第３試合 

先鋒 次鋒 七将 六将 中堅 四将 三将 副将 大将

C チ

ーム

上田

侑

坂東 徐 金 中井 芦田 菊池 菅 林

2/2 ド メ 

3/3 メ ド メ

G チ

ーム

伊藤 河瀬 青山 旭 荒瀬 根来 井上 荻荘 枝重

第２試合場第４試合 

先鋒 次鋒 七将 六将 中堅 四将 三将 副将 大将

E チ

ーム

吉田 呂 宅見 石山 坂田 塚原 土居 佐久

間

篠原

4/4 ド メ ド ド

3/3 コ ド コ

G チ

ーム

伊藤 河瀬 青山 旭 荒瀬 根来 井上 荻荘 枝重
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第２試合場第５試合 

団体戦決勝 

          

 先鋒 次鋒 七将 六将 中堅 四将 三将 副将 大将 

E チ

ーム 
吉田 呂 宅見 石山 坂田 塚原 土居 佐久

間 
篠原 

5/5   メ メ メ  コ メ  

 1/1 コ      

P チ

ーム 
廣岡 川上 若林 柚木 太田 秋山 秋庭 嶋﨑 池澤 
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第３試合場第１試合 

先鋒 次鋒 七将 六将 中堅 四将 三将 副将 大将

J チ

ーム

依田 増田 越智 武石 福澤 森 

大 

伊佐

地

今井 谷木

4/4 ド メ メ メ

2/2 ド メ

K チ

ーム

山口 王 松井

大

廣田 姜 宮下 松井

博

牟田 宮坂

信

第３試合場第２試合 

先鋒 次鋒 七将 六将 中堅 四将 三将 副将 大将

L チ

ーム

栗原 蘇 伊豆

原

兵藤 木持 小池 邸 江端 大久

保

2/2 メ コ

3/3 メ メ メ

N チ

ーム

岩見 江 松下 山下 山中 森 

能

大岩 新藤 伊藤

55



第３試合場第３試合 

 

 先鋒 次鋒 七将 六将 中堅 四将 三将 副将 大将 

J チ

ーム 
依田 増田 越智 武石 福澤 森 

大 
伊佐

地 
今井 谷木 

3/3    反  メ  メ  

3/3 メ  メ   メ 

N チ

ーム 
岩見 江 松下 山下 山中 森 

能 
大岩 新藤 伊藤 

 

 

第３試合場第４試合 

 

 先鋒 次鋒 七将 六将 中堅 四将 三将 副将 大将 

N チ

ーム 
岩見 江 松下 山下 山中 森 

能 
大岩 新藤 伊藤 

2/2    ド     コ 

3/3 メ メ  メ  

P チ

ーム 
廣岡 川上 若林 柚木 太田 秋山 秋庭 嶋﨑 池澤 
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第４試合場第１試合 

先鋒 次鋒 七将 六将 中堅 四将 三将 副将 大将

Q チ

ーム

畠山 島 渋谷 田邉 川上 小林 阿部 岡本

1/1 メ 

1/1 コ

R チ

ーム

遠藤 前原 小川 石川 森 宮﨑 石濱 宮坂

第４試合場第２試合 

先鋒 次鋒 七将 六将 中堅 四将 三将 副将 大将

A チ

ーム

宋 陳 稲葉 具 孫 弥富 大西 永山 堀江

0/0 

5/5 コ コ メ メ メ

P チ

ーム

廣岡 川上 若林 柚木 太田 秋山 秋庭 嶋﨑 池澤
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第４試合場第３試合 

先鋒 次鋒 七将 六将 中堅 四将 三将 副将 大将

R チ

ーム

遠藤 畠山 前原 小川 石川 森 宮﨑 石濱 宮坂

1/1 コ

7/7 メ メ ド コ メ メ ド

O チ

ーム

林 川又 村野 髙梨 謝 福田 新井 甲斐 加野

第４試合場第４試合 

先鋒 次鋒 七将 六将 中堅 四将 三将 副将 大将

P チ

ーム

廣岡 川上 若林 柚木 太田 秋山 秋庭 嶋﨑 池澤

4/4 メ コ ド メ

2/2 メ メ

O チ

ーム

林 川又 村野 髙梨 謝 福田 新井 甲斐 加野
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